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いる。今回、NCEP において IBM 社のス
ーパーコンピュータで運用されている












論的予報で 192 時間予報までは T574L64
（水平約 0.2 度、鉛直 64 層）、以降 384 時
間予報まで T190L64（水平約 0.6 度）で 1
日 4 回の予報が行われている。 
 主な物理過程のスキームには、放射に
RRTM（Mlawer et al. 1997）、積雲対流と
して SAS スキーム（Han and Pan 2006）、
shallow convectionには bulk mass-fluxス
キーム（Han and Pan 2010）、陸面過程は




GFS をメリーランド大学の Linux クラ
スタ計算機、京都大学のスーパーコンピュ
ータ（Cray XE6；1 ノードあたり 32 コア、
演算性能 320 Gflops、メモリ 64GB）、及
び机上の Linux PC（OS；Ubuntu 12.04 














4. Atmospheric Riverの予報実験 
4.1 Atmospheric River 







されている（Zhu and Newell, 1998）。 
 また太平洋上に現れる Atmospheric 
River は、北米大陸西岸まで達すると局所
的な豪雨をもたらす要因となることが知ら
れている。図 2 は 2009 年 10 月 13 日に観
測された太平洋上の可降水量分布である。
北西熱帯太平洋から北米大陸西岸にまで達
する長さ 6000km 以上の Atmospheric 
River がみられる。この事例では北米西岸
到達点であるカリフォルニア州セントラル
コーストで 13 日から 14 日にかけて 24 時
間に 495mm の大雨が観測された（Ralph 




Neiman et al. 2008, Ralph et al. 2011）。 







 移植した GFS の現業バージョンを使用
し、解像度は T126L64（水平約 1 度、鉛直
64 層）、物理過程は NCEP の現業予報と同
じ設定とした。初期時刻は 2009 年 10 月 3
日から10月12日までの時刻12UTCとし、




め、TIGGE（THORPEX Interactive Grand 
Global Ensemble）の ECMWF と JMA の
コントロールランの予報結果を用いた。





































った。図 4 は TIGGE ポータルより取得し
図 3. 2009/10/13 12UTC での（a）NCEP-CFSR の可降水量（陰影）と海面気圧（コンタ
ー）および GFS を用いた（b）7 日予報、（c）8 日予報、（d）9 日予報の予報時刻 2009/10/13 
12UTC での可降水量（陰影）と海面気圧（コンター）。コンター間隔はいずれも 5hPa。矢
印は解析値での北米西岸到達位置。 
図 4. （a）ECMWF、（b）JMAの 7日予報のコントロールランの予報時刻 2009/10/13 12UTC
での可降水量（陰影）と海面気圧（コンター）。その他は図 3 に同じ。 
 
78
た ECMWF と JMA の 2009 年 10 月 6 日
12UTC を初期時刻とした 7 日予報の結果
である。GFS と同じく太平洋上に北米西岸
に達するAtmospheric Riverが予測できて





JMA の 7 日予報では到達位置が北にずれ
ている。ECMWF、JMA の結果ではアラ







JMA の 6、7、8 日予報での Atmospheric 


















GFS の現業バージョンを Linux 環境に移
植し、GFS を用いた予報実験環境を構築し
た。 







Atmospheric River の発生は 7 日予報で予
測可能であった。またGFSでは 8日予報、








図 5. 各経度における 3cm 以上の可降水
量最大緯度で定義した Atmospheric 
River の位置。上から GFS、ECMWF、
JMA の 6 日（青）、７日（赤）、8 日（緑）
予報の結果と解析値（黒）。灰色の陰影は
解析値可降水量 3cm 以上の領域を示す。 
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